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ヴェレシチャーギンは, ここで予め画家に限定したとしても, 文献 
	
			2002（ロシア絵画百科
辞典)に拠れば, 4 人はいる。
後に言及する文献 左近毅の論考等―新説では,「二人いる」とされ
ているが, さらに多くいるのである。その 4 名を便宜的に上記辞典により
箇条書きにする。
① 			
	 	ヴァシーリー・ヴァシーリエヴィチ・
ヴェレシチャーギン（1842ノヴゴロド県チェレポヴェツ－1904旅順）
!	戦争画家
② 		"
	 	ヴァシーリー・ペトローヴィチ・ヴェ
レシチャーギン（1835ペルミ－1909ペテルブルク）画家 3 兄弟の次男,
聖像画（イコン)。モスクワの救世主キリスト教会（革命後1931解体,
2000再建）の主たる聖像（イコン）画家。
③ 	#"
	 	ミトローファン・ペトローヴィチ・ヴェ
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Ｖ.Ｖ.ヴェレシチャーギンとは
何者か？
レシチャーギン（1842ペルミ－1893以降）画家 3 兄弟の三男, 歴史画。
④ 	
ピョートル・ペトローヴィチ・ヴェレシチャー
ギン（1834ペルミ－1886ペテルブルク）画 3 兄弟の長男, 風景画。
これら 4 人の画家のうち, 本論攷において考察するのは, ①のヴァシー
リー・ヴェレシチャーギンである。戦いの終結後, 荒野に野ざらしとなっ
た頭蓋骨がピラミッド状に積み上げられ, 廃墟が遠望される青空のもと,
烏の群れが飛び交う。スーパーリアリズムすれすれの細密画。題して「戦
争讃歌（或いは, 戦いの結末とも)｣, モスクワのトレチャコフ美術館に展
示されている額縁にはさらに「過去・現在・未来のすべての偉大な征服者
たちに捧ぐ」と刻まれている, という。この「反戦画家」として名高いヴェ
レシチャーギンが, 時として別人に間違われることがあるようで, 注意を
要する。特に, ②のヴェレシチャーギンは,「父称」のみ異なるが, 名前
と名字は同じくヴァシーリー・ヴェレシチャーギンなので, 紛らわしい。
例えば, 文献 [新版]ロシアを知る事典の「救世主キリスト大聖堂」の
項目でヴェレシチャーギン①として言及されているのは, 明らかにヴェレ
シチャーギン②の間違いであろう。(ただし, 再建なったこの大聖堂で一
般人が立ち入り可能な範囲にはヴェレシチャーギン②のイコンしか無いと
いうことであり, 一般人立ち入り不可能な「至聖所」にヴェレシチャーギ
ン①のイコンがあるかも知れないので, 間違いと断言せずに留保しておく）
さらに関連して言い添えておくと, 書込み百科サイト ウィキペディア
ヴェレシチャーギンの項,「ゴルゴダの丘」(イエスの磔刑）をヴェレシチャー
ギン①の作品として掲載しているが, これも明らかにヴェレシチャーギン
②の作品の間違いである。
そもそも「戦争」を専門主題とする従軍画家として, 通常 (バ
タリスト)と呼ばれる訳であり, それが戦争否定, 反戦へと「転じる｣, そ
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してさらに「宗教画」にまで手を広げるという事態には何かとてつもない
違和感を感じるのである。しかし,「戦争讃歌」の後年, 救世主キリスト
教会はともかく, 確実にヴェレシチャーギンの作とされる「宗教画」があ
ることも事実であり, しかもこれが,「反宗教画」ともいうべき視点を打
ち出している。ヴェレシチャーギンは, まず第一に画家であることは確か
なのであるが, なかなかその一筋縄では把握しきれ無い面を多々有してい
る。取りあえず概略であってもその生涯をたどり直しておく必要がありそ
うだ。その上で, 画家であること自体の特異性ということにも目を向けな
ければなるまい。
以下, 略年譜には, 参考までに「時代」の様相を示す事項を書き加えて
ある。
	
ヴァシーリー・ヴァシーリエヴィチ・ヴェ
レシチャーギン（1842ノヴゴロド県チェレポヴェツに生れる－1904旅順
にて戦死）略年譜（文献 	
 !"#!2000に拠る）
1850 陸軍幼年学校入学（後に海軍幼年学校に転じる)。
（1855ニコライ 1 世没, アレクサンドル 2 世即位）
1858－1859 海外訓練航海参加。
1860 海軍幼年学校卒業, 任官拒否。
（1861農奴解放）
1860－1863 ペテルブルク, 芸術アカデミーで修業。
（1863アメリカ, 奴隷解放）
1863－1865 カフカス（コーカサス）に 2 度旅行。
1864－1866 （断続的に）パリで修業。
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（1867 アメリカ, ロシアからアラスカを購入）
1867－1870 中央アジアへの旅, 2 回。トルケスタン・シリーズ 開始。
1871－1873 ミュンヘンで絵を描く。トルケスタン・シリーズ。
1874－1876 インドへ最初の旅行。インド・シリーズ。
1874 芸術アカデミー教授招請拒絶。
1877－1878 露土戦争従軍, 負傷。
1878－1881 バルカン・シリーズ の絵画制作。
1880－1888 最初の個展, ペテルブルク, パリ, ロンドン, ベルリン, そ
の他ヨーロッパ諸都市で。
（1881 ドストエフスキー没, アレクサンドル 2 世暗殺, アレクサンドル
３世即位）
1882－1883 インドへ 2 回目の旅行。
1883－1884 シリア, パレスチナへの旅。
1887－1888 ロシアの古い諸都市への旅。
1888 合衆国での最初の個展。
1891 モスクワへ戻る。
1894 北ロシア周遊旅行。
（1894 アレクサンドル 3 世没, ニコライ 2 世即位）
1895 1812年「祖国戦争」シリーズ 一部を初公開。一連の文学作品を出
版。
（1898 ロシア, 中国から旅順を租借。米西戦争）
1901－1902 フィリピン, 合衆国, キューバへ旅行。
1903 日本への旅。
1904 日露宣戦布告後, 前線へ出発。
1904.3.31．乗船の戦艦ペトロパーヴロフスクが日本海軍の機雷に触れ,
轟沈。艦と運命を共にする。
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1904 ペテルブルクで追悼展。
（1904 チェーホフ没。1904－1905 日露戦争。 1905.1.9．第 1 次ロシ
ア革命）
＊他に, パレスチナ, インド, ロシア が重なり合う形の 処刑・三部作
などがある。
＊エネルギッシュにして, オリエンタル・エキゾッチクなこの生涯の略述
に付け加えるべきは, 例えば, リディヤとの再婚（最初の妻はドイツ女
性), 3 人の子供達のことなど。画家は, アメリカの個展会場にリディ
ヤを呼び寄せ, ピアノを弾かせたという。現代の絵画と音楽のコラボレー
ションの如く。ヴェレシチャーギンは自作の展示の在り方にも数々の新
基軸をもたらした。
ヴァシーリー・ヴァシーリエヴィチ・ヴェレシチャーギンのイニシア
ルは, ロシア文字では となるが, このイニシアルの「三つ揃
い」は代を重ねると縁起が悪いと言われる。画家自身ですでに代を重ね
ており, 彼自身旅順で悲劇的最期を遂げてその伝承を「実証」してしまっ
たばかりではなく, 幼くして 2 人 の娘を亡くし, 未亡人リディヤは自
殺（といわれる)。息子（亡父と同じ「三つ揃い」の名）は第一次大戦
に従軍し負傷, 革命・内戦期プラハに移住し, 回想記を著した（文献
参照)。
＊さらに, もう一点。1901年第 1 回ノーベル賞（平和賞）授賞候補に推薦
されていた, と言われる（文献 	トレチャコフ美術館の芸術
家に拠る)。
さて, そこで上記を踏まえつつあらためて,



とは何者か？ 幾つかの視点から検討
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してみよう。
まず, 美術史或いは文化史的な位置付けに関して考えてみる。19世紀後
半と言えば極めて大雑把に見てもフランスでは「印象主義」の時代と言っ
て良いだろうが, その時代のフランスでも画家修業の経験のある, ヴェレ
シチャーギンは, やはり反アカデミズム,「リアリズム」か？ この点に
関しては, うってつけの文献が手元にある。
	
大著 
		 !2007.（ロシア絵画におけるリアリズム, ジャ
ンル・システムの歴史)では, ヴェレシチャーギンに特別な 1 章が割
かれている (403425, ＜色彩のロマン＞リアリズム絵画におけるポ
リジャンル・シリーズ)。この扱いには, 一応リアリズムの枠内で論じ
つつ, そこを超える評価が見て取れる。それと同時にパリでも盛んに個
展を開催したヴェレシチャーギンの作品をフランス画壇はどのように評
価したのか興味深いところである。一般的には熱狂的に歓迎されたと伝
えられるが, ここパリの画家たちはどう受け止めたのか, 今後さらに調
べなければならない。
次に, 19世紀後半, 反アカデミズム,「リアリズム」の画家で, パト
ロン＝コレクター・トレチャコフ（パーヴェル・ミハイロヴィチ, 1832－
98）と関わりがあるとすると, ヴェレシチャーギンも「移動展派
		!」の画家なのだろうか？ という疑問がある。というの
も, 19世紀後半「移動展派」の画家で何らかの形で（作品の買い上げ,
金銭的援助等）トレチャコフの支援を受けなかった画家はいなかったほ
どなので, ヴェレシチャーギンはどうだったのか, ということである。
また「人民の中へ」運動の芸術家版でもある「移動展派」に具体化され
ている時代の趨勢に, おそらくこの画家もまた共鳴していたであろうか
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ら。
参照 文献はまず次の「移動展派関係」単行本 2 点であるが, 共に
ヴェレシチャーギンは「無視されている｣。或いは, それが言い過ぎだ
としても, 言及されていないことは事実である。
	－
 !"1970 増補・
改訂第 2 版
#$%&"'(! !)*+*,-./0-1--2-0-3
4/-2-/-56*(移動展派の面々―ある創造集団の歴史) 789:	
発行年記載なし（2000年以降であることは確か)。
しかし,
%;<"=>*2?6@0-4/0-(ABCD初版)第AA章 ヴェ
レシチャーギンと移動展派 (/0145149) 及び同じレーベジェフの
1992年文献 新公開資料に照らしてになると, 移動展派とヴェレシチャー
ギンとの関係がかなり明瞭になっている。
つまり, 1873年第 3 回移動展派展覧会にヴェレシチャーギンはすでに
出展している。さらに翌1874年第 4 回展覧会にはより多くの作品を出展
しているのだが, その年 1 月の移動展派理事会においてヴェレシチャー
ギンの参加申請が審議され, 保留というか「候補者」というに留まった
（議事録がトレチャコフにあるそうだ)。ヴェレシチャーギンは特に気
にすることもなく（？）差し迫ったインドへの旅に向かったが, その後,
移動展派に接近することは無かった, 作品出展要請にも応じなかったと
いう。袂を別ったというよりは, 行動を共にする必要を認めなかったと
いうことであろう。それほど彼の画業, 文業は独自なものであった。
その独自性の一端を息子ヴァシーリーの文献 息子の回想からうかが
い知ることが出来る。｢芸術家ヴェレシチャーギンは, しばしば, 戦争画
家 !8!と呼ばれたが, 父はそれに同意していなかった。それは自分
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の創造活動をあまりにも一面的に性格付けるものだからと言って。その描
くところは, 戦争ばかりでなく, 肖像, 風景, 建築物, 様々な民族のタイ
プ, 生活風俗, 民俗等々｣。(『回想』. 25) 大量のスケッチとエスキー
ス, それらを持ち帰ってアトリエでタブローに仕上げる。繰り返される旅
を画家自身明確に「文化人類学研究」的フィールドワークとして意識して
いたという。ヴェレシチャーギンの専門フィールドは「東方」(オリエン
ト）であり, その究極は「極東」日本であったと言えよう。
自作の展示には熱心というだけではなく, ある種の興行師の如く工夫を
凝らした。先述のように, 会場で生演奏, 当時としては最新電気照明, 画
家自身の解説入りカタログ販売, そしてシリーズものの作品の一拠展示。
「観客」はそこにストーリーを読み取って行くことになる。冒頭に言及し
た「戦争讃歌」もそういった一連の絵画≪｢野蛮人」シリーズ≫の終局で
あったものが, 今では単独で展示・鑑賞されているものであるという。
シリーズもの, ストーリー性の極度の明確さをもつ一連の作品に, 静止
画による動画とも言うべき,「手紙 4 部作」がある。米西戦争下フィリピ
ンに取材した1901年, 最晩年の作品である。病室に担架で運び込まれる負
傷兵・迎える赤十字腕章のナースで一枚。ベッドに横たわる負傷兵・治療
を終えて頭部は包帯姿・ナースは傍らに座して負傷兵が口述する母親への
手紙を筆記するので一枚, 負傷兵の命尽きんとし・ナース筆記を止め脈を
とるで一枚, 最期は臨終の負傷兵に祈りを捧げるナースである（文献レー
ベジェフ 19世紀ロシアの画家たち1987に図版所載)。
ヴェレシチャーギンの個展開催は, アメリカ・ヨーロッパで60回, ロシ
アでは20回に及んだという（文献 全65ページの画文集2000年)。
『ロシア絵画百科辞典』からの孫引きになるが, 	
（ヴラ
ンゲリ）は, ヴェレシチャーギンの多面的才能, そのエネルギッシュな活
躍ぶりを評して,「戦士にして, 詩人, 
世捨て人に
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してまた, 芸術家, 	
作家」と驚嘆し, その実践のマ
ルチぶりを讃えたという。
これに対して, ヴェレシチャーギン自身は自分を「	
painter
画家, 
soldier 兵士, 	
traveler 旅行家」ととらえて
いたようだ（1887年, ロンドンで刊行された自伝的スケッチ・英語版のタ
イトルより)。文献 データのみ判明している自伝
共通しているのは,「兵士」という呼称である。海軍幼年学校出身の言
わば根っからの軍人であり, 士官の資格を得ながら任官拒否, 画家の道に
入った。この経歴は戦争画家として従軍する際も, 決して「傍観者」とし
て軍に従うだけではなく, 一兵卒として戦闘に参加する気構えを生んだよ
うである。任官拒否の精神はまた, 芸術アカデミーから教授として招聘し
たいという申し出をも拒絶することにも通じていよう。いずれにしても,
1877年から翌78年にかけて露土戦争に従軍し, 負傷。ゲオルギー十字勲章
を授賞したという。この勲章を帯びた画家は空前絶後とのこと（同じく文
献 全65ページの画文集2000年)。
ヴランゲリの言う,「詩人」とか, まして「世捨て人, 交際嫌い, 人見
知り」はいささか未知の側面である。旅行記・小説・ルポルタージュ・フィー
ルドワーク記等多くの散文作品は残されているが, 詩はどうであろうか。
或いは絵画におけるポエジーという意味合いであるのかも知れない。イン
ド・ヒマラヤの風景画などは充分に詩的であるから。一方, 精力的に旅し
描き, 展示して「稼ぎまくる」ヒゲモジャの巨漢に「世捨て人」は似合わ
ない。しかしまた, 20世紀的大量殺戮の様相を目の当たりにして, それを
「画面」とする営為の果てに厭世観に囚われない方が不自然とも言えよう
か。
ヴランゲリの指摘を待つまでもなく, 作家としての著作活動が大きなウェ
イトを占めていたことは明らかである。多彩なジャンルの, 大量の著作が
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残された。その膨大な作品のうちのほんの一部, 手元にある分だけを並べ
ても巻末文献 自身の著作となり, それは画家の余技の域をはるかに超
え, 文章においても「プロフェッショナル」と言えよう。ところが, ヴェ
レシチャーギン自身は自らの「行動規範」として「作家」という言葉を使っ
てはいない。興味深いところである。おそらく, 彼にあって, 文章を書く
ことと, 絵を描くこととは不可分の「芸術家」としての業務であったので
あろう。むしろ, 「人嫌い」が高じての「旅」に生涯をかけた点にこそ自
足した自負を抱いていたということであろう。
旅行家ヴェレシチャーギンの絵画と文学は, 晩年の≪1812年対ナポレオ
ン戦争シリーズ≫全20点（未完）において十全に展開された。画家はボロ
ジノの初めとする戦跡を訪ね,『戦争と平和』を書くに際してのトルスト
イに負けず劣らず大量の歴史資料を読破して, 絵画作品を仕上げ, 特別個
展を開催し, さらに自ら文章を付して, 書籍の形で刊行もしたのである。
しかし, この「システム」は, すでに≪トルケスタン・シリーズ≫以来
繰りかえされてきたものである。ただし, これまでと大きく異なるのは,
この戦争は歴史であったことである。つまり, ヴェレシチャーギンはナポ
レオンとロシアの戦闘を目の当たりにすること無く, 歴史資料に基づき
「再現」した｡「歴史画」のジャンルはヴェレシチャーギンにとって, 異
質なものであったのではないか？ 極めて微妙な謎である。
さらに, いささか飛躍するが, ガポンとの関係なども謎めいている。レー
ニン夫人クルプスカヤが夫から聞いた話として回想しているところである。
ガポン（聖職者,「血の日曜日」事件の首謀者, 亡命・帰国後「内通者｣
? 1870－1906) は, 次のように語ったという 当時画家だったヴェレシ
チャーギンという私の友人は, 「僧侶なんか辞めなさい！」というのです。
そこで私はこう考えました。現在両親は村で尊敬されている。父は村の長
老で, みんなの尊敬を集めている。それだのに, 私が僧職を辞めれば, お
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前の息子は背教者だ！ といわれるでしょう。それだから私は僧職を辞め
なかったのです｡」この話しのなかに, ガポンの全貌があらわれている。
(クループスカヤ『レーニンの思い出（上)』内海周平訳, 青木文庫 1968
年８月７刷刊）
さらに「ヴェレシチャーギンと日本」という問題設定の中で, ヴェレシ
チャーギンの日本「再訪」問題も十分にクリアされている訳ではない。日
露戦争直前, 1903年の日本訪問, 日光旅行, 若干のエスキース等はよく知
られるところであった。ヴェレシチャーギン自身が旅行記を残しそれらに
基づく研究もあった（文献 コジェーヴニコヴァ等)。ところがこれに
対して, 1884年にすでにヴェレシチャーギンは日本訪問, 日光東照宮詣で
の実績が有るとの「新説」が提起されたのである (文献左近毅の論考等)｡
日本側資料から, このことはほぼ事実と思われるが, まだ確証はつかめ
ていない。とりわけロシア側に, なぜ1903年が最初で最後の訪日だとこだ
わり（？), かの厳密にして網羅的と思われる でさえ, 証拠文献
を脱漏しているのか？ かくの如く, 解明すべき謎には事欠かず後日, 別
稿を期す次第である。
蛇足のように一言急いで付け加えておこう｡「ヴェレシチャーギンと日
本」とも無縁ではない「宗教問題」である。ウィーンでの個展,『聖家族』
という≪パレスチナ・シリーズ≫の一枚の絵が問題となった。キリストの
弟・妹が描かれていたので。聖母マリアを人間化するものとして非難ゴウ
ゴウ。硫酸を浴びせられる事件となった。額縁が幸いして絵画の被害は軽
微であったという。明治32年（1899), 内村鑑三が主筆を務める「東京独
立雑誌」がイギリスの雑誌のヴェレシチャーギン訪問記の翻訳として伝え
るところであった（文献 露國画伯フェレスチヤインを訪ふ)。同じ≪パ
レスチナ・シリーズ≫の作品『復活』なども, 自らの墓所の狭苦しい出口
から身を捩りながら這い出そうとするイエス・キリストと, それに驚愕・
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畏怖する兵士たちを描いていて, 画家の宗教観如何？ と疑わせるものが
ある。
	文献及び若干の解題（ほぼセクションごとの刊行年順を
原則とする）

 !"!"!#$"
%&'()1904. 11. （没後追悼展カタログ）

*+,&*--&	,(-.*/.-.0	.1(2.3	-4
	,.'		.05-.6-78/.	,-1/25&.*(/	2631
*2.*.9	.0):6895,;)<)=>,. 序文は 
?&,.*（たぶん上記カタログの序文と同じ)。カタログ番号は355まで。
刊行年は記載なし。ただし, 最終ページに1911のハンコウ。
生地チェレポヴェツの記念館カタログ @ABC!#$D"E4
/.*724.
＊発行年記載なし。
FGH(6-.*)!"!"!IJIKLMLINJLO!I@IMLP（ヴェレ
シチャーギンとその作品）Q/.R8S?)?(*.	)?－%&'()
1905. 198,)6
＊TUVWXYZ[\UW]^X\_U[^U` ab\c\defe][YXeg^ZU]YZe]hijk`ekkZcY
b^Ye` l^ 伝記, 評論, 作品一覧等を含む
キエフ国立ロシア美術館所蔵カタログ !m!mno!IJIKA
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序文は, 	


1955. 164
トレチャコフ美術館所蔵ヴェレシチャーギン絵画作品（習作を含む）目録
国立トレチャコフ美術館カタログ集成18世紀－20世紀絵画シリー
ズ第 4 巻19世紀後半の絵画, 第 1 分冊。137173（目録＝図
版番号242－378,図版一部欠)｡		
	

 
!
"#$$－""%&'()*+,)-.
*/+0+1,+2+*)34 565*789:;3)<9,70*9=>?:@≪	
!A≫ 2001
（2010年秋, トレチャコフ美術館で購入, 第 2 分冊も）
	B	
	
CD>EFGD>EFHIDJDIKIL>
MN
BO	
P@Q1958.
1996年 7 月, ペテルブルクの公共図書館に改訂第 2 版が存在した（コ
ピーは下記の通り)。この初版はネフスキー通りの古書店で購入した
もの。
[付]
＊絵画作品とその所蔵先（旧ソ連の美術館）一覧（編年体）
線画・銅版画作品とその所蔵先（旧ソ連の美術館）一覧（編年体）
＊文学作品一覧－単行本（英語版, フランス語版, ドイツ語版を含む),
新聞・雑誌記事・論文等, 書簡（英語版, フランス語版, ドイツ語
版を含む）(編年体）
＊絵画作品アルバム一覧
＊展覧会カタログ一覧 個展とその他（1874年第 3 回, 1875年第 4 回,
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移動展派展示カタログを含む）
＊美術館カタログ, 案内書一覧（都市名アルファベト順）
＊報告と資料一覧
＊研究書と研究論文一覧（著者名アルファベト順）
＊回想（著者名アルファベト順）
＊雑誌記事一覧（編年体, 1869－1958）
＊一般文献 芸術学関係（単行書, 論文), 芸術史関係, 往復書簡・
日記・回想
＊アルバム一覧
＊百科辞典とハンドブック（アルファベト順）
	
 

 

 !"1842―1904 (生涯と作品), 2-#  $$#%
$# $&'()*%&$	# %+,-1..%$/
"#0$("/$12+&$))) 3$4$2. 5%4 $6,	
""$%$,.52 (# 2!$"$787"&2"
"9:	1972. 396".
＊上記の改訂第 2 版。研究文献目録等も増補改訂
生地チェレポヴェツの郷土研究博物館パンフレット (？）
;<=>=?
;<=@
>ABC=D 
（1842－1904）4E #' 19774. 12".
))) 3$4
F<GFH=I;I=J<KI;LMNFOI=P;4 $8Q2+&
R*S*R91982. 184". 息子（父と同じ )$"%(	従って父称も )$"%
!）による回想記。／長男ヴァシーリーは, 1892年生まれ（母リディ
ヤは, 画家の再婚相手, 妹 2 人), 1904年（12歳）父戦死。1911年,
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母死去。第 1 次大戦従軍, 負傷。革命・内戦時に国外へ, チェコで道
路交通大学卒, 道路建設の仕事をして, 年金生活へ。カールスバード
に居住。
	

文学芸術資料集  !"#8$%$& #'" ($1985.
所収 #$122151. 著者はヴェレシチャーギンの再婚相手 )*+
	*+,-（1865－1911）の弟（1876－1933),
長く画家の家で暮らした。
).$/$&    $$010234
56"( 789:;:<（19世紀ロシアの画家たち）の一冊。
1987.
＊1988年版との相違, 要点検
/ ## 
).	
&    
=>=?@ABC % 5D"# <1988. 全208頁, 共著（？)「評
伝｣。
5E F& .9#*F!*<シリーズの一冊, 29cm×22cm
＊1987年版との異同, 要点検
$/$).GH20I33J3KLMN0O
PQ（ヴェレシチャーギンの生涯と遺産, 新公開資料に照らして）
%$, 1992-. 117. タイプ打ち原稿。＊生誕150年を機に発掘されて資料
に基づく評伝。1874年 1 月,「移動展派」参加志願の一件,「理事会議
事録｣, 遺作・遺族の運命等。
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	

 !"#$%#$$&''()
*+,-.&/012000. 全65頁の画文集。イタリアで5000
部印刷。31cm×22.5cm
!*	
 －11*/*2010. －428〔4〕
－(2,$,3#($& 4./5&1202）≪偉人伝
叢書≫
6.7879:;<= +,>$12004
≪?@$A(*/≫（トレチャコフ美術館の芸術
家）シリーズの一冊。30c. ＋年譜
B$@$*)%#CC	
CDEFGFHC（戦争の顔）－
>BIJKA>A%)BK>>（児童出版), 2008. －16c＋6c. L－
(>*≪BM3@≫ 絵画の世界への旅シリーズ)
＊美術の教材（2010年冬, モスクワ, .I/Iで購入）
NGO	
 ≪ @$≫（大芸術家叢
書）56+,≪J)1≫12010.5>!48
.
（2011年夏, >BIのキオスクで購入。その何日か前, 通学途中で表
紙をこちらに向けてこの書を胸に抱いている中年女性を見かけていた。
書店には見当たらず... ）
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自身の著作
	
 
!""#$1883. 155.（ルポルタージュ, 素描, 回想／農夫－猟師の
物語から, ザカフカス地方旅行から, 中央アジア旅行から, 1877年ド
ナウ, トゥルゲーネフ1879－1883, シベリア巡り, 幼年時代の回想
1848－1849）挿図入り
%&'()))""*$+,,-./012	3+	4516++
,789
.,7085:;;<+=>?@ABCD1895. 153
（若干の非凡ならざるロシアの人々の肖像画入り自伝）
@../.
./8EFGH'I.CD1895. 315
（芸術家ヴェレシチャーギンの幼年時代・少年時代／序, 幼年期, 幼
年学校, 少年時代）
＊第 2 巻の原稿があったとのこと。ヴェレシチャーギンは自分の死後
すぐにそれを公刊するよう遺言していたという。しかし, 残念なが
ら紛失（行方不明？）I"#"&"J1992『生涯と遺産』110111
%&'())""*$;/K@/LF/0M/
（北ドヴィナ川にて, 木造教会をめぐって）
＊NO'(""O'$)))""*$（ヴェレシチャーギ
ン絵画カタログ付録）CD1895. 121
,K,7/
+907/'DJN"& 
ON"PQRI"#"&"J－CSTU'#TJ'D1981. 320D
O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（書簡選集, 書簡番号１－217）
		
		/
 !"#$%&!'!($#)!*(－+,-.1990. －
352,'
＊/!(（文学者, 中編小説), 上記1895『若干の非凡ならざるロ
シアの人々の肖像画入り自伝』の一部分, 同1883『ルポルタージュ,
素描, 回想』の大部分, 同 1905 012'3(4『ヴェレシチャー
ギンとその作品』所収の 2 論文（レアリズム論と芸術の進歩論),
5('!*Ⅰ-4(*(6###!!7(3*(（ヴェレシチャー
ギンの絵による, ロシアにおけるナポレオン 1 世) 等を含む
###!!7(3*89:;	/##$%&!'!($#
)!*(<=!>?@!@A!B1993 －288'（ロシアにおけるナ
ポレオンⅠ世）
＊原著は, 1895年乃至1899年刊行と思われるが, 要確認…以下データ
のみ判明。
1895年版 1812 CD(+4E－%(@(4－#!'4(.( .－
+(&(E－5('!*Ⅰ+1895. Ⅳ, 2745(F'G(3',5('H
!*Ⅰ-1812. C'D!*!44(('3E(44(*#
##!!7(3*(（ヴェレシチャーギンの絵画展カタログ付録）
1899年版 5('!*Ⅰ -4(*(6###!!7(3*(
###!!7(3*(!3!A'.*(*! 
4(*F012'3(41899. 54 [1]16'1''
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データのみ判明している自伝乃至回想（英語版)
Verestchagin V. Painter － Soldier － Traveler. Autobiographical
Sketches translated from the German and the French by F. H. Peters, M.
A. With illustrations after drawings by the author. Vol. 12 London. Bentley
and son. 1887. Vol. 336 p., portr., 50ill.
Vol. 2. 330 p., 27ill.
ウィキペディアヴァシーリー・ヴェレシチャーギン
外部リンク
■ヴェレシチャーギン／収蔵庫（ロシア美術資料館）(http://www.art-
russian.org/ve_album.html）―ヴェレシチャーギンの作品のスライ
ドショーや経歴紹介（重いので注意）
ヴェレシチャーギンと日本 関係文献
（『宣教師ニコライの全日記』から：1880年 3 月 1 日, 土曜。大斎前週。
ペテルブルク；会食が終わってから, わたしはヴェレシチャーギンの絵の
展覧会を見に出かけた。ものすごい数の人だった。ロシアのことを描いた
絵のところでは, 人を押し分けて先へ行くことも出来ないほどだった。イ
ンドの絵のところでは, それより楽だった。印象はなかなか消えない。ロ
シアの兵隊もトルコの兵隊もどちらもものすごく悲惨な有様で, それを見
ていると涙が出てくる。きのうドミートリー・ドミートリエヴィチ〔スミ
ルノーフ, 神学大学生〕は, 展覧会で泣いている人たちがいると言ってい
たが, 意外ではない。ブルガリア人たちが鎖に繋がれて死刑台に引かれて
いくのだが, その鎖は見る者の感情を激しくゆさぶる。ロシアのを見たあ
とでは, インドの絵は見る気になれないくらいだ。ヤーブロチコフ〔電球
改良者〕の電気で照明を当てている。／中村健之介監訳, 教文館, 2007年
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7 月刊, 第 1 巻）
露國畫伯フェレスチヤインを訪ふ／『評論の評論雑誌』主筆ステッド
毎月三回発行「東京独立雑誌」主筆 内村鑑三, 明治32（1899）年第25－
26号（ 3 月15日－同25日）所載。
連載 2 回目, 訪問インタヴュー記事より彼は, 数ヶ所の蛮民の頭蓋
を比較研究して, 人類の文化と骨格との間に密接なる関係を有すること
を発見せり。／此の騒動の源因となれるは『神聖なる家族』と題する小
畫にして, ヨセフ及びマリヤは耶蘇の外数人の親として描かれぬ。彼は
マリヤが耶蘇を産みて後数人の兒を挙げたりとし, これを聖書中に例證
し得べしと信ぜり。此の確信は直に其揮毫となり, 耶蘇は弟妹と共に遊
戯する一幅の圖畫となれり。此畫井ンナの展覧会に現はるや, 國内の宗
教界は沸騰せり。社會の治安は之が為に破れ, 僧侶は此「ゆゝしき神」
の所業を非難して已まず。遂に一舊教徒は此等圖畫に注ぐに硫酸を以て
せり。之が為めに『昇天』の畫は全く腐蝕し了り,『神聖なる家族』の
畫は其框により辛うじて恙なきを得, 他の三幅は多少の損害を被れり。
追悼ヴェレシチャーギン週刊「平民新聞」第27号（明治37(1904)年
５月15日）
p. 239「○ヴエレスチヤギン氏と戦争」
pp. 243244「▲ヴエレシユチヤギンの惨死を悼む（日本人, 煙山専太
郎氏)」
pp. 247248「●嗚呼ヴエレスチヤギン 中里介山（投)」 末尾に
「五月二日」
同 第32号（明治37(1904)年 6 月19日）
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p. 352「露国非戦主義画家故ベレスチヤギン氏」（平福百穂が描い
た肖像画）
pp. 357358 「●日記の一節 （幸徳）秋水／▲十五日（水曜)」
＊以上ページ数は, 復刻版『史料近代日本史・社会主義資料
平民新聞〔二]』創元社, 昭和29(1954)年 2 月刊 に拠る。
徳富健次郎『順礼紀行』明治39(1906)年12月, 警醒社書店刊所収「莫斯科
／ロシアの絵画」でヴェレシチャーギンに言及（1989年10月, 中公文
庫版も）
小野忠重[著]「絵の中の日本とロシアⅡ／黒田清輝と青山熊冶」ナウカの
『窓』11号, 1974年11月 pp. 29（著者は版画家）
コジェーヴニコヴァ （藻利佳彦訳)「ヴェレシチャーギンと日本」ナ
ウカの『窓』63号（1987年12月）pp 29
翻訳原典：	
			（日本における
ヴェレシチャーギン), 
「極東の諸問
題｣, 1987, No1. 136141
根拠資料：ヴェレシチャーギンが「手帳より／日本において」と題し
て≪ニュースと株式新聞≫に寄せた連載記事。
		
	
	／		
			 ! 13 (13   1904.), ! 22 (22
  1904.), ! 26 (26   1904.), ! 30 (30   1904.),
! 32 (1 " 1904.), ! 37 (6 " 1904.), !. 43(13 "#
 1904.),
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左近毅の論考等―新説「ヴェレシチャーギンは日露戦争直前, 1903年の訪
日以前, 1884年にも訪日, 日光にも行っている」
「むうざ」12号, ロシア・ソヴェート文学研究会, 1993年 3 月
○表紙画の解説によせて～ヴェレシチャーギンの「戦争の美化」
○ヴェー・ヴェー・ヴェレシチャーギン著（左近毅訳, ならびに訳注）
「日本の印象」pp. 123127
翻訳原典・根拠資料：雑誌『ルースカヤ・ムイスリ』(『ロシアの思
想』）1886年第 2 号・第 3 号所載ヴェー・ヴェー・ヴェレシチャー
ギン「サンフランシスコから香港まで～旅のスケッチ」＊翻訳は日
本滞在関係部分のみ
左近毅「ヴェレシチャーギンの日光訪問をめぐって」ナウカの『窓』87号
（1993年12月）pp. 3639 ＊1884年日光滞在には, 日本側資料もあ
る。
千足伸行「ワシリー・ヴェレスチャーギン≪戦争の聖化≫」1997年10月,
岩波書店『図書』表紙絵とその裏ページの解説
朝日新聞記事「ロシア旗艦 大爆発の瞬間 日露戦争緒戦 機雷に触れて｣
（写真）2004年 2 月 6 日付
田中正史「ヴェレシチャーギンの日光をめぐるいくつかの問題について」
ナウカの『窓』130号, 2004年10月, pp. 1521 （田中氏は, 小杉放
庵記念日光美術館 学芸主任）
朝日新聞（夕刊）記事「窓 論説委員室から／髑髏の絵＜大野正美＞」
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2004年 6 月24日付
⇒ ワールドウオッチ嗚呼ベレシチャーギン 大野正美（論説委員）
http://www.ashi.com/international/w-watch/TYK200407090290.html
事典項目での言及 〔新版〕ロシアを知る事典 平凡社2004年 1 月刊所収
「きゅうせいしゅキリストだいせいどう／救世主キリスト大聖堂
｢Khram Khrista Spasit’el’ya」…祖国戦争（1812年, ナポレオン戦争）
勝利記念としてアレクサンドル 1 世がモスクワに建立決定, 1817年着
工, 1826年中断, 1839年工事再開, 1883年献堂｡「ヴェレシチャーギ
ン Vasilli Vasil’evich Vereshchagin (18421904) ら著名芸術家の作に
よる壁画や彫刻に彩られた荘厳な聖堂」…1931年「爆破解体」1994年
再建, 2000年 8 月落成
石垣香津「二人の日本人画家と日本」の「Ⅱ 従軍画家ヴェレシチャーギ
ンの訪日―日光で過ごした日々―」ちなみに,「Ⅰ レーピン≪婦人像≫
と大蔵公望―巨匠のパステル画の行方―｣,『遥かなり, わが故郷―異
郷に生きるⅢ―』成文社2005年 4 月刊所収 pp. 254262
単行書での言及 山室信一[著]『日露戦争の世紀―連鎖視点から見る日本
と世界―』岩波新書[新赤版]958, 2005年 7 月刊 ＊第 6 章 主戦論と
非戦論の世紀 3 非戦論と絵画・文学
⇒[著者に会いたい]『日露戦争の世紀』山室信一さん（54）朝日新聞
2005年 9 月11日（日）…「絵筆をもったトルストイと称されたロシア
の非戦画家ヴェレシチャーギンの戦死が徳富蘆花ら与えた衝撃や, 作
家ガルシン, 二葉亭四迷, 魯迅への影響。黄禍論や武士道論の世界的
な広がり……｡」
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日本を訪れたロシアの反戦画家―ヴェレシチャーギン／ロシア美術資料館
http://www.art-russian.org/vere/vere05.html
未見資料横島武郎『ロシアから来た客―ヴェレスチャギン覚書―』日
本ハイコム, 1989
同 『日光歌抄』日本ハイコム, 1994
スベトラーナ・ミハイロワ「日本を訪れたロシアの侍」？
[付記] 上掲は, 第28回 三学会（国際文化学会・英語英米文学会・人間
科学会）合同研究発表会（2012年10月 3 日）における発表資料と発表
を基としたものである。
機会を与えてくださった国際文化学会（学会担当理事）南出和余先
生, 適切にして示唆に富むコメントばかりでなく, 戦艦ペトロパーヴ
ロフスクの最期, 錦絵・石版刷等貴重な資料を提示して下さった,
原山煌先生に感謝申し上げます。
第62回日本ロシア文学会 ワークショップ「ロシア文化史の中の対
ナポレオン戦争」(2012年10月 7 日, 同志社大学）において「純粋美
術における「祖国戦争」の表象」と題して発表された福間加容先生に
もご教示頂きました。有難うございます。
末筆になりましたが, 林宏作先生, お疲れ様でした。通称「リン・
バー」の楽しさを忘れることは無かろうと存じます。いつまでもお元
気で。(2012.10.22）
＊本論攷は, 特別研修（1996年前期半年, 2010－11秋－春 1 年）の成果の
一端である。
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KUNIMATSU Natsuki
Who is /was Vasily Vereschagin?
Vasily Vereschagin was a Russian artist known for such outstanding paint-
ings as Shipka-Sheinovo, Apotheosis of War, and Doors of Tamerlane. Among
them, the most famous “tableau” is his Apotheosis of War which shows a de-
serted post-war battlefield where only pyramids of skulls remain ; the sky is a
perfect blue where flocks of hungry crows gather. This painting became a
peaceful symbol against militarism.
But Vereschagin was also a soldier. Though he graduated from Navy officer
training school, he refused a commission because he wanted to study fine arts.
He participated in the Russo-Turkish Wars both as a soldier and as a painter
“”, was wounded, and was awarded a medal. Heroic soldier-militarist
vs. anti-militarist painter is this paradox is difficult to solve or not difficult?
In any case, Vereschagin died in the naval battles of the Russo-Japanese War.
Vereschagin called himself a “traveler”, and in fact he travelled all over the
“Orient”: Turkestan, India, the Balkans, Palestine, China and Japan. His great
journeys were for painting, and at the same time for research on “Orientology”
and cultural anthropology. Orient-wide traveler vs. artist of realism: there is
no contradiction there. However, Vereschagin only sketched or did etudes
during his travels, completing his drawings at one of his ateliers in Munich and
Moscow.
Vasily Vereschagin has /had yet another face: he was also a writer.
Autobiography, reportage, records of travels, novels - Vereschagin’s work cov-
ered almost every genre of literature. His final work was the text and draw-
ings for a series called “The Patriotic War of 1812 against Napoleon”. He
worked not only at writing but also at drawing, held exhibitions for them, and
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published an illustrated book. Here the painter Vereschagin was probably har-
monious with the writer.
Yet, Vereschagin’s life remains an enigma. Did he visit Japan “twice” or
only once? If twice, why are there no documents in Russia about his first
visit ? We might also ask, why was Vereschagin never awarded the Nobel
Prize?
